
9 たつの市議会だより

海
岸
地
域
の
台
風
、
豪
雨
、

高
潮
等
の
被
害
と
対
策
に
つ

い
て

海
岸
管
理
者
と
そ
の
責
任
に

つ
い
て

　
　

成
山
新
田
海
岸
、
新
舞

子
海
岸
、
岩
見
漁
港
、
道
の

駅
、
室
津
漁
港
か
ら
相
生
市

境
ま
で
の
海
岸
が
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
海
岸
管
理
者
は

ど
こ
に
な
る
の
か
、
ま
た
、

管
理
責
任
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

姫
路
市
堺
か
ら
相
生
市

堺
に
至
る
海
岸
は
県
管
理

（
港
湾
課
）
と
な
る
。
漁
港

の
管
理
は
、
室
津
漁
港
が
県

管
理
、
岩
見
漁
港
が
市
管
理

と
な
り
、
道
の
駅
み
つ
も
市

管
理
と
な
る
。
清
掃
な
ど
維

持
管
理
は
、
市
で
港
湾
海
岸

環
境
整
備
事
業
に
か
か
る
事

業
執
行
計
画
を
作
成
し
、
成

山
新
田
海
岸
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、

新
舞
子
海
岸
は
、
新
舞
子
観

問答

甚
大
な
災
害
を
経
験
し
た
こ

と
を
好
機
と
し
た
防
災
対
策

に
つ
い
て

　
　

こ
の
度
の
西
日
本
豪
雨

に
お
け
る
被
害
が
甚
大
で
、

国
や
県
・
市
の
災
害
復
旧
の

予
算
が
充
当
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
自
治
会
100
％
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
執
り
図
れ

な
い
か
。

　
　

災
害
復
旧
事
業
は
、今
期

定
例
会
上
程
の
補
正
で
行
う
。

基
準
を
満
た
な
い
事
業
は
自

己
復
旧
だ
が
、
極
力
地
元
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
を
活

用
し
現
状
復
旧
に
努
め
る
。

　
　

度
重
な
る
洪
水
で
揖
保

川
水
系
で
は
膨
大
な
土
砂
が

堆
積
し
て
い
る
。
洪
水
被
害

の
予
防
策
は
土
砂
の
撤
去
が

重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

国
土
交
通
省
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
５
年
の
頻
度
で

測
量
を
実
施
し
、
必
要
に
応

じ
撤
去
し
て
い
る
。
ま
た
、

全
国
で
出
水
が
頻
発
し
て
い

問答問答

光
協
同
組
合
へ
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
。
室
津
漁
港
・

岩
見
漁
港
の
清
掃
は
各
漁
業

協
同
組
合
に
委
託
し
て
い

る
。
防
潮
ゲ
ー
ト
の
維
持
管

理
、
災
害
時
の
操
作
は
室
津

自
治
会
、
岩
見
港
自
治
会
に

委
託
し
て
い
る
。

高
潮
被
害
の
状
況
と
対
策
に

つ
い
て

　
　

台
風
20
号
・
21
号
に
よ

る
高
潮
の
被
害
状
況
と
復
旧

の
進
捗
状
況
は
、
ま
た
、
今

後
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　

台
風
20
号
で
は
、
室
津

の
湾
内
の
最
高
潮
位
が
２
・

73
メ
ー
ト
ル
、
台
風
21
号
で

は
、
２
・
43
メ
ー
ト
ル
ま
で

上
昇
し
、
室
津
出
張
所
付
近

で
一
部
浸
水
し
た
が
、
床
上
、

床
下
被
害
は
発
生
し
て
い
な

い
。
今
後
も
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
、
高
潮
被
害
の
防

止
に
努
め
る
。

海
岸
漂
着
ご
み
の
処
理
と
費

用
負
担
に
つ
い
て

　
　

通
常
の
漂
着
ご
み
は
、

地
域
住
民
、
関
係
業
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
清
掃

活
動
に
頼
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
処
分
費
用
に
か
か
る
国
、

県
、
市
の
補
助
は
な
い
の
か
。

　
　

通
常
の
漂
着
ご
み
の
処

問答問答

る
中
、
砂
利
採
取
に
つ
い
て

も
規
制
緩
和
の
方
向
へ
進
む

と
聞
く
。

　
　

大
鳥
踏
切
北
側
の
宮
内

川
の
浸
水
対
策
と
し
て
、
揖

保
川
へ
の
バ
イ
パ
ス
計
画
が

廃
止
と
な
り
、
以
前
よ
り
栗

栖
・
宮
内
両
河
川
の
状
況
は

悪
化
し
て
い
る
。
今
後
の
対

策
は
ど
う
か
。

　
　

揖
保
川
へ
の
バ
イ
パ
ス

計
画
は
現
在
中
止
し
て
い
る
。

栗
栖
川
改
修
は
、
国
土
交
通

省
よ
り
今
年
度
詳
細
設
計
に

着
手
す
る
と
回
答
を
得
て
お

り
、
本
市
と
し
て
栗
栖
川
上

流
部
、
宮
内
川
合
流
部
の
改

修
の
効
果
を
確
認
し
、
バ
イ

パ
ス
整
備
の
検
討
を
行
う
。

た
つ
の
市
消
防
団
員
の
サ

ポ
ー
ト
隊
と
し
て
機
能
別
消

防
団
員
の
制
度
導
入
へ

　
　

機
能
別
消
防
団
員
は
火

災
予
防
の
啓
蒙
活
動
や
災
害

時
の
後
方
支
援
な
ど
地
域
に

問答▶
栗
栖
川
の
様
子

問

分
費
に
は
補
助
が
な
い
。
揖

龍
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処

分
費
を
減
免
の
上
、
受
け
入

れ
て
い
る
。

　
　

台
風
や
豪
雨
に
よ
り
発

生
し
た
ご
み
は
、
膨
大
な
量

と
大
き
さ
の
た
め
、
回
収
、

分
別
、
運
搬
、
処
分
費
用
に

つ
い
て
行
政
に
頼
ら
ざ
る
を

え
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

海
岸
漂
着
物
の
処
理
は
、

海
岸
漂
着
物
処
理
推
進
法
の

規
定
に
よ
り
、
管
理
者
で
あ

る
県
に
要
望
し
、
市
も
協
力

の
上
、
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
　

新
舞
子
海
岸
沿
い
の
市

道
が
養
浜
事
業
の
影
響
も
あ

り
砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
抜
本
的
な
対
策
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

現
状
は
、
市
か
ら
御
津

町
新
舞
子
観
光
協
同
組
合
へ

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
の
砂
の
押

し
戻
し
を
依
頼
し
て
い
る
。

県
・
市
・
御
津
町
新
舞
子
観

光
協
同
組
合
の
３
者
で
対
策

を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　

海
岸
清
掃
も
含
め
、
海

を
守
る
総
合
的
な
窓
口
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

御
津
総
合
支
所
を
窓
口

と
し
て
関
係
部
署
と
連
絡
調

整
を
行
う
。

問答問答問答

合
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
。

西
は
り
ま
消
防
組
合
を
構
成

す
る
市
町
で
、
歩
調
を
合
わ

せ
な
が
ら
導
入
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　

消
防
団
員
の
減
少
傾
向

の
中
、
機
能
別
消
防
団
員
制

度
は
、
県
も
補
助
制
度
を
創

設
し
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、

組
合
市
町
も
導
入
に
向
け
検

討
を
進
め
て
い
る
。
ま
ず
は
、

本
市
と
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
り

消
防
団
員
の
確
保
に
努
め
る
。

児
童
・
生
徒
の
ラ
ン
ド
セ
ル
・

通
学
か
ば
ん
と
運
動
器
の
関

係
に
つ
い
て

　
　

通
学
で
の
カ
バ
ン
の
重

量
が
姿
勢
に
大
き
く
影
響
し

て
い
る
。
文
部
科
学
省
か
ら

「
学
校
に
荷
物
を
置
い
て
帰

宅
Ｏ
Ｋ
」
と
の
通
達
が
あ
っ

た
が
、
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

文
部
科
学
省
の
通
知
を

参
考
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

市
内
小
中
学
生
の
運
動

器
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検

診
結
果
が
出
て
い
る
の
か
。

　
　

中
学
１
年
生
を
対
象
と

し
た
脊
柱
側
わ
ん
症
の
検
診

結
果
で
１
名
が
要
治
療
判
定

で
あ
る
。
今
後
も
医
師
会
と

連
携
を
取
り
、
身
体
の
発
達

状
況
を
注
視
す
る
。

答問答問答

質問者
横田  勉 議員

質問者
野本 利明 議員


